
都市におけるイノベーション創発のあり方に関する検討会 中間とりまとめ 概要

都市におけるイノベーション創発に向けたまちづくりのあり方について（検討会概要）

• 諸外国では都市部においてイノベーションの創出の基盤となる「イノベーション地区」の形成が進み、スタートアップ創出につながる多様な機能
が集積したコミュニティづくりが行われているほか、国内でもイノベーションにつながる場づくりの取組の萌芽がみられる。

• 「イノベーション地区」に求められる要素を国内外の事例や既存研究結果等からとりまとめることにより、我が国でもイノベーションが創発され
る取組をまちづくりの観点から促進することを目的とし、本検討会を開催した。

※ 本検討会において「イノベーション」とは、経済面（新ビジネス・新市場・技術革新等）に加え社会面での取組も含め、価値創造・課題解決につながる広い概念を指す。
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１．はじめに

２．イノベーション創発の観点からまちづくりに求められる要素

２－１．海外・国内における取組の特徴

１）海外・国内のイノベーション地区の事例

２）日本における事情として留意すべき点

３）要点のとりまとめ

２－２．我が国においてイノベーション地区を整備する場合に考慮すべき事項

１）イノベーションと距離の関係・近接がもたらす効果

２）用途・機能の配置、複合のあり方

３）イノベーションを創出する関係者のつながり

４）地区のマネジメントのあり方

５）要点のとりまとめ

３．イノベーション地区の創出に向けた施策の方向性

１）都市規模ごとのイノベーションの特徴

２）イノベーションを生む場・コミュニティの創出

３）イノベーションを生む環境づくり

４）イノベーション誘発効果に関する考え方/評価指標のあり方

５）都市規模によるイノベーションの違いに応じた方向性

６）要点のとりまとめ

４．おわりに
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長岡市 中心市街地整備室、 岡崎市 総合政策部 企画課、
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文部科学省 科学技術・学術政策局産業連携・地域振興課
経済産業省 イノベーション・環境局総務課、経済産業政策局地域経済産業政策課
厚生労働省 医政局医療産業振興・医療情報企画課
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（画像出典）Innovation District Framework Plan - The Enterprise Center
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コンパクトなまちづくりの促進に併せイノベーション地区形成に資する機能集積を誘導

まちなかにおけるイノベーション地区形成に資する施設整備・機能誘導
及び一体的マネジメントの計画的・戦略的な推進

例：業務施設、業務支援施設、集客施設などを新たにまちなかに誘導すべき施設として追加し、
 その立地を誘導

イノベーション創出

関連施策との有機的な連携

例：インキュベーション施設の整備、就業者・来訪者が共同で利用するスペース等
 の整備、計画に基づき取り組まれる実証事業等について支援

• 対面の交流と偶発的な出会いや、コミュニケーションの加速と生産性向上が図
られ、大学・研究機関とも連携した、各要素が近接した拠点形成

• 都市体験・就業環境・働く場の質を総合的に高める用途・機能の配置と複合のあ
り方としての、多様な都市機能の集積

• イノベーションを支える人同士のつながりの構築に向けた、関係者間の信頼・相
互理解・共通の価値観の形成

• 地域特性に合わせた戦略策定やネットワーク形成などのマネジメント

イノベーション地区の形成に向けて考慮すべき事項

• 地域資源も活用のうえ、まちなかに多様な機能を集積させ、関係者のつながりを
生む場づくりやコミュニティ形成等を通じたイノベーション創発の取組を推進す
る自治体等については、まちづくりに関する各種施策を活用した地区形成を促
し、先進自治体の知見については積極的に横展開

• イノベーション地区の形成にあたっては、地域特性に応じた指標の設定を検討し、
客観的な効果を把握

• これらの取組を通じた、イノベーション創発に資する環境整備の優良モデル構築

今後取り組むべき事項

• 都市におけるイノベーション創発が、我が国の経済の発展及びまちなかの活性化、地域の持続可能性の向上へとつながるよう、イノベーション
地区の形成を通じて引き続き都市の稼ぐ力の創出を目指す。

都市政策を通じたイノベーション地区の形成イメージ

• まちづくりと連関して、エリア設定と目標・戦略策定、拠点整備や体制構築、マネジメントを一体の施策とし、都市におけるイノベーション創出につながる環境構築を推進

• 当該環境にてイノベーション支援等の関連施策と適切に連携し、新たな創発の段階から既存の芽の育成・発展段階まで、地域特性に応じたイノベーションを促進
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